



多い島などである。韓国の潮差は仁川湾と牙山湾が 8.6 mで最大であり、群山 6.6 m、木浦 4.1 m、
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に現れた貝類と海藻類採取が簡単である。西海の潮流は陰暦の正月 1日が 7ムル（ 4）であり、23日














































シジョゲの採取は 1人が 4～ 5時間作業をする

























類は 3～ 4種類である。コマクは、年中採取が可能である。美味しい時期は 10～ 5月である。産




るが、短くて 2時間、長くて 5時間程度である。主に大潮の前後に作業するが、夏には 20日、冬
には 10日前後である。過去には 1人が 1日で 20 kg袋で 79袋を採取したという記録があるほどコ
マクが多かったが、現在は一般的に 1人が 1日 30 kg程を採取する。コマクをたくさん採取しても
60～80 kg程度である。採取したコマクは過去にはノルペ（筏）を利用して陸路に移動したが、今
は周辺の漁船にのせて移動する。現在、コマクの相場は 1 kg当り 15,000ウォン（日本円で 1,500
円）程である。
（ 6）カキ































値段が高い。女性用は刃の長さ 25 cm幅 6 cm
柄の長さ 15 cmであり、値段は 2万～ 3万ウ

































写真 6　メセンイ（カブサ青ノリ）養殖場 写真 7　メセンイ（カブサ青ノリ）簾降ろす






















































































































田面積の 20～30％、ヌテは 40～60％、結晶地 20％程度である。貯水池は数箇所の塩田が共同で利
用、管理する。
　塩生産は、風、日照量によって違う。一般的に海水の塩度は 2～ 3度ぐらいであり、ナンチで海
水の塩度が 13～15度程になるとヌテへ移す。ヌテでは 22～25度の水を結晶地に移す。結晶地で 2
日程経つと塩度が 28度に到達して塩を生産する。最初の海水を貯水池に溜めて塩で生産されるの
に 25日程が必要である。ナンチからヌテへ移動するのに夏には 2日、春には 3～ 4日、秋には 5






の天日塩生産量の 87％に当る 26万トンを生産する。全国塩田の 76％を占めている塩田の主産地
である。全羅南道の内でも新安郡の塩田許可面積は 2,407 ha（休業 254 ha）で、栄光 581 ha（休業


















































































































を上げた。干潟では 7～ 8月採取を禁じる月を除いて 1年中作業がなされる。もちろん毎日、採取





































（ 8） 1町歩は 3,000坪。
（ 9）なわやハギなどで作った土、ゴミなどを入れ運搬する道具。ちりとりのような形。
※地名の一部はカタカナで表記している。
※一部に差別的表現が含まれているが、学術的観点からその歴史的事実を含めてありのままに再現することが必要
であると考えそのままにした。
